


‘歴史を秘めたたたずまい

本県の宗教史上重要な役割を占め、多

各地に歴史民俗資料館が設けられ、文

化財を保存公開している 。

一一魚津歴史民俗資料館

V昔からの暮らしを一望

一一勝興寺

くの史料を保存している 。

*文化財をまもろう
P 12 ~ P 14中に男11:t易詳しい説明は、

してあります。

年金と老後のくらし 一 l ‘

:みんなの県政 官三長官Tひらく 一 時農地開…-1
.-~--~ 10月 4日は「土の日」

交通事故でお 困りの方へ / こ ん な 制 度 の 利 用 を一一一一 8

: 1975・10・もくじ ;:てう?込乙手見大島町 11 : 
文化財を守ろう

おおやま国体宿泊準備進む一

物価 と家計簿 シリース:No.28

トピ ックス 8月 l日一 8月31日 18 ; 

使い方こそくすりの命 20 ‘ 

人
生
七

O
年

1 

長
く
な
る
老
後
の
生
活
を
、

自
分
ひ
と
り
の
蓄
え
で
ま
か
な

う
の
は
大
変
で
す
。
物
価
高
、

イ
ン
フ
レ
、
夜
通
事
故
:
:
:
が

私
だ
ち
の
生
活
を
取
り
巻
い
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
民
の
共
同
連
帯

の
力
に
よ
っ
て
、
不
測
の
事
故

や
老
後
の
生
活
を
守
ろ
う
と
し

て
で
き
た
の
が
、
グ
国
民
年
金

制
度
d

で
す
。



年
金
が
暮
ら
し
を
守
る

新
し
い
時
代

世
界
の
最
長
寿
国
へ
あ
と
一
歩

去
る
七
月
、
厚
生
省
が
発
表
し
た

簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
、
男
の
平
均

寿
命
は
七
一

・
一
六
年
で
前
年
よ
り

も

0
・
四
六
年
の
伸
び
、
女
の
平
均

寿
命
は
七
六

・
=
ご
年
で
、
前
年
よ

り
も

0
・
二
九
年
の
伸
び
を
示
し
て

い
ま
す
。

世
界
の
最
長
寿
国
は
男
七
一

七
年
、
女
七
七

・
四
一
年
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン

(一

九
七
二
年
)
で
す
が
、
わ

が
国
も
欧
米
諸
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
追
い
抜
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で

、
今
六
五
歳
の
人
は

あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

男
は
一
三

・
三
/
年
、
女
一
六

・
一

八
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

老
後
を
い
か
に
し
て
暮
ら
せ
ば
い
い

、.

。

カ
..... .
 

家
業
を
続
け
る
人
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
趣
味
を
生
か
し
余
生
を
楽
し
む

人
:
:
:
い
ろ
い
ろ
な
道
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
身
寄
り
も
な
く
一
人
つ
つ
ま

-
保
険
料
は

皆
さ
ん
の
掛
け
金
と
一
緒
に
、
国

も
そ
の
半
額
を
負
担
し
て
、
積
み
立

て
て
お
り
ま
す
。

V
定
額
保
険
料
一
カ
月
一
一

O
O
円

加
入
者
が
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
保
険
料
で
す
。

V
附
加
保
険
料
一
カ
月
四

O
O
円

よ
り
た
く
さ
ん
の
年
金
を
受
け
る

た
め
に
、
任
意
に
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
保
険
料
で
、
だ
れ
で
も
、
い
つ

か
ら
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

家
計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は

申
請
し

て
保
険
料
を
免
除
し
て
も
ら
う
こ
と

図1国民年金は物価スライド制

九

国
民
皆
年
金
時
代

昭
和
三
四
年
に
国
民
年
金
が
創
設

さ
れ
、

い
ま
ま
で
年
金
制
度
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
た
農
業
従
事
者
や
自
営

業
者
、
そ
の
家
族
な
ど
で
、
二

O
歳

し
く
暮
ら
し
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
人
は
す
べ
て
、

国
民
年
金
の
目
標
は
、
老
後
の
生

活
保
障
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え

こ
の
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
わ
が
国
の

八
つ
の
公
的
年
金
が
足
並
み
を
そ
ろ

ま
し
ょ
う
。

え
、
「
国
民
皆
年
金
時
代
」
に
入
り
ま

が
で
き
ま
す
。

。
一
カ
月
九

O
O
円
で
納
期
限
は

こ
の
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
、
生

活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
、
十
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
時
の
保
険
料

五

O
年
十
二
月
末
固
ま
で
。

た
だ
し
、
任
立
加
入
の
人
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
加
入
も
れ
の
人
で
、
今
か

V
滞
納
保
険
料
の
特
例
納
付

ら
加
入
し
て
も
受
給
資
格
の
つ
か
な

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
二
年
た
つ

い
人
の
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。

と
、
時
効
に
な
っ
て
納
め
る
こ
と
が

さ
か
の
ぼ

っ
て
加
入
で
き
ま
す
。

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
滞
納
期
聞
が
あ
る
と
、

-
国
民
年
金
の
給
付
は

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

こ
ん
な
と
き
に
こ
ん
な
年
金
が
受

せ
っ
か
く
納
め
た
保
険
料
が
ム
ダ
に

け
ら
れ
ま
す
。

な
り
ま
す
。

〈
老
齢
年
金
〉

保
険
料
を
二
五
年
以

し
か
し
、
今
な
ら
こ
の
滞
納
期
間

上
(
年
令
に
よ
り
一

O
年
か
ら
二
四

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

年
に
短
縮
)
納
め
た
人
が
、
六
五
歳

す
。

に
な
っ
た
と
き

種 5]IJ 改 正 後

老齢福祉年金 144，000円 (月額12，000円)

障 三Eコ三 1級 216，000円(月額18，000円)

悩祉年金 2級 144，000円(月額12，000円)

N千九i祉年金
187，200円(月額15，600円)

.準母子行11祉年金

老齢特別給付金 108，000円(月額 9，000円)

表2拠出年金の増額(50年 9月から)

年金縄別等 改正後

諒 10年年金 212，250円 (月額17，687円)

長著 5年年金肌000円 ()]制13，000円)甥

年令 一般(25年年金)I 339，600円 (月額28，300円)

一般(25と年付年加令l年)令 399，600円 (月額33，300円)

1 級 424，500円 (月額35，375円)

障害年金 2 級 339，600円 (月額28，300円)

色土寸乙、i¥(ニ 子等 l人 339，600円(月額28，300円)
母子、ill:
児、年金子等 2人 349，200円 (月額29，100円)

有期年金の最低保障額 144，000円 (月額12，000円)

し
た
。

-
八
つ
の
公
的
年
金
は

〈
国
民
年
金
〉
農
業
、
漁
業
お
よ
び

小
企
業
の
従
事
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
妻
、
大
学
生
な
ど
の
年
金

〈
厚
生
年
金
保
険
〉
会
社
や
工
場
な

ど
に
つ
と
め
る
人
の
年
金

〈
船
員
保
険
〉
船
員
の
年
金

〈国
家
公
務
員
共
済
組
合
〉
国
の
機

関
に
つ
と
め
る
人
の
年
金

〈
地
方
分
務
員
等
共
済
組
合
〉
県
庁

市
役
所
、
町
役
場
な
ど
に
つ
と
め
る
人

の
年
金

〈
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
〉

私
立
の
学
校
に
つ
と
め
る
人
の
年
金

〈
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
〉

国
鉄
、
電
電
公
社
、
専
売
公
社
な
ど

に
つ
と
め
る
人
の
年
金

〈
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
〉

農
協
、
漁
協
な
ど
に
つ
と
め
る
人
の

年
金

大
き
く
成
長
し
た
国
民
年
金

国
民
室
主
は
物
価
ス
ラ
冗
ト
制

国
民
年
金
の
拠
出
年
金
は
、

三
六
年
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
再
一
ニ

改
正
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
問
、
四
八
年
に
は
、

「
年
金

額
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
」
を
と
り
入

れ
た
大
改
正
が
行
わ
れ
、
四
九
年
九

月
に
は
第
一
回
目
の
ス
ラ
イ
ド
実
施

で
、
年
金
額
が
二
ハ

・
一
%
上
が

っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
、
九
月
か
ら
二

一
・
八
%
の
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
(
図

1
、
表

1
、
2
)

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、

。
歳

2
 

か
ら
五
九
歳
ま
で
の
日
本
国
民
で

国
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
す
。

昭
和

-
国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
は
・

V
必
ず
加
入
す
る
人
(強
制
加
入
)

被
用
者
年
金
(
国
民
年
金
以
外
の

公
的
年
金
)
に
加
入
し
な
い
農
業
、

商
業
な
ど
、
自
営
業
や
自
由
業
者
、

サ
ー
ビ
ス
業
者
な
ど
。

V
希
望
で
加
入
で
き
る
人

(
任
意
加
入
)

被
用
者
年
金
加
入
者
(
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
)
の
配
偶
者
、
学
生
、
公
的
年

金
の
受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
な
ど
。

県内の国民年金受給者

円

円

一

万

万

一

る

日

目

一
金
わ

0

4
一
寸

加

i
-

一
給
ら

晴
曙
一

別
か

市

汗

一

特

月

!

f
一
齢

J

一
老

的

39，598人

62，142人

時当

末
始

月

間

7

給

年
支

叩.。

拠出年金

福祉年金

〈
通
算
老
齢
年
金
〉

保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し

'た
期
間
を
含
め
て
、
二
五
年
以
上
あ

る
人
が
、
六
五
歳
に
な
っ
た
と
き

(期
間
知
縮
は
老
齢
年
金
と
同
じ
)

〈
障
害
年
金
〉

病
気
や
ケ
ガ
で
身
体

障
害
者
と
な

っ
た
と
き

〈
母
子
年
金
〉

夫
が
亡
く
な

っ
て
残

さ
れ
た
母
子
世
帯
に

〈
準
母
子
年
金
〉

祖
父
や
父
が
亡
く

な

っ
て
残
さ
れ
た
姐
母
、
孫
、
姉
妹

〈
寡
婦
年
金
〉

未
亡
人
に
、
六

O
歳

3 

準
母
子

高
祉
年
金

母

子

ネ

障

害

福

祉

年

金

老

齢

福

祉

年

金

老

齢

年

金

障

三三
<=1 

年

金

準
母
子

母

子

年

金

寡

婦

年

金

遺

ジ思

年

金

か
ら
六
五
歳
ま
で

〈
死
士
一
時
金
〉

三
年
以
上
保
険
料

を
納
め
た
人
が
亡
く
な

っ
た
と
き

-
福
祉
年
金
と
は

福
祉
年
金
は
、

昭
和
三
四
年
に
国

民
年
金
が
で
き
た
と
き
、

す
で
に
高

齢

(
明
治
四
四
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
)
で
あ
っ
た
た
め
、
加

入
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
期
間
の

一
向
い
人
や
、
当
時
す
で
に
障
害
や
母

子
家
庭
の
状
態
に
あ
っ
た
人
に
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。



き
て
、
今
回
の
農

優良農用地の確保を

振
法
改
正
(
五
O
年

七
月
施
行
)
は
、
制

度
発
足
後
五
年
を
経

過
し
て
全
国
的
に
農

用
地
区
域
が
定
め
ら

れ
、

い
よ
い
よ
本
格

的
適
用
の
時
期
に
入

っ
た
こ
と
と
、
高
度

経
済
成
長
に
伴
う
農

外
部
門
の
土
地
需
要

の
増
大
や
農
業
労
働

力
の
流
出
等
の
事
態

を
背
景
に
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

改
正
の
ね
ら
い
を
要
約
す
れ
ば

「
優
良
農
用
地
の
確
保
と
そ
の
有
効

利
用
及
び
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
の

促
進
」
に
あ
り
ま
す
。
以
下
、
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

①
充
実
す
る
農
用
地
区
域

従
来
、
田
、
畑
、
樹
園
地
等
に
区

分
し
て
い
た
農
用
地
区
域
に
、
農
業

用
施
設
用
地
も
含
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

畜
産
、
園
芸
等
に
お
け
る
施
設
型

農
業
は
近
年
著
し
い
発
展
を
と
げ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
施
設
用
地
の
重
要

性
に
着
目
し
て
、
農
用
地
区
域
内
に

農
業
用
施
設
用
地
を
確
保
し
、
適
正

な
配
置
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

(図
1
)

②
集
団
的
農
地
を
維
持
す
る

-
父
換
分
合

優
良
農
用
地
の
集
団
性
を
保
つ
た

め、

「
転
用
希
望
者
の
持

つ
農
用
地

区
域
内
の
農
地
」
と
「
営
農
希
望
者

こ
と
し
七
月
、

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

全
国
的
に
住
宅
や
工
場
の
進
出
に
伴

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

い
農
地
が
虫
食
い
状
態
に
つ
ぶ
れ
て
い
く
い
わ
ゆ
る
ス
プ
口

l
ル
傾
向
な
ど
、
現
在
の
農
業
経
営
が
か
か
え
る
問
題
の
解

決
の
た
め
、
優
良
農
用
地
の
確
保
と
経
営
の
規
模
拡
大
を
ね

県
内
農
業
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
影
響

ら
っ
た
も
の
で
す
。

を
及
ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

偉
大
な
食
糧
供
給
の
役
割

人
類
が
農
耕
を
始
め
て
か
ら
の
長

い
歴
史
の
歩
み
の
中
で
、
農
業
は
、

食
糧
供
給
の
役
割
を
営
々
と
は
た
し

て
き
ま
し
た
。

食
糧
は
、
人
類
が
生
命
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
か
ら
、

こ
れ
を
生
産
す
る
農
業
は
、
将
来
に

向
か
っ
て
も
永
遠
に
繁
栄
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
幹
産
業
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

目
立
つ
農
地
の
虫
食
い
傾
向

本
県
で
は
、

「
良
質
な
食
糧
の
安

人
、
四
九
年
度
新
規
学
半
就
農
者

四
二
名
)
、
農
家
の
兼
業
化
(
四
九
年

一
一
月
現
在
兼
業
率
九
六

・
九
%
)
、
農

村
の
出
住
化
な
ど
、
複
雑
な
諸
問
題

を
か
か
え
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
住
宅
や
工
場
等
の
進

出
に
伴
っ
て
、
農
地
が
虫
食
い
状
態

に
つ
ぶ
れ
て
い
く
傾
向
(
四

0
1
四

八
年
の
憤
廃
面
積
六
、
八
六
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
)
が
目
立
ち
、
県
内
農
業
の

将
来
に
暗
い
彬
を
投
げ
て
い
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
農
地
は
、
食
糧

生
産
の
基
盤
で
あ
り
、
農
家
の
人
に

と
っ
て
は
毎
日
の
生
活
の
場
、
都
市

生
活
者
に
は
緑
と
憩
い
を
提
供
す
る

空
間
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
農

地
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
全
国
第

一
位
の
水
田
率
(
四
九
年
現
在
九
四

九
%
)
と
極
め
て
高
い
ほ
場
整
備

町
村
が
作
る
農
用
地
利
用
増
進
計
画

に
よ
っ
て
、
農
用
地
区
域
内
の
農
地

を
賃
貸
借
や
使
用
貸
借
で
き
る
、

わ
ば
貸
し
や
す
い
請
負
制
度
を
樹
立

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
改
正
法
の

目
玉
商
品
と
も
い
え
る
事
業
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
貸
手
農
家
は
資
産
的

農
地
保
有
も
維
持
で
き
、
一
方
、
借

手
農
家
は
経
営
規
模
拡
大
も
で
き
る

わ
け
で
す
。

農振法改正でこのように変わりました。

定
的
な
供
給
と
高
生
産
性
農
業
の
実

現
」
を
目
ざ
し
て
、
諸
施
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
の
農

業
と
農
村
は
、

農
業
人
口
の
減
少

(
昭
和
四
九
年
二
月
現
在
九
万
八
千

の
持
つ
農
用
地
区
域
内
ま
た
は
非
農

用
地
区
域
内
の
農
地
」
と
の
交
換
分

合
を
円
滑
に
進
め
て
、
農
用
地
区
域

の
保
全
と
純
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

(図

2
)

③
経
営
規
模
を
広
げ
る

従
来
、
耕
作
権
保
護
の
色
彩
が
強

か
っ
た
農
地
法
に
特
例
を
設
け
、
市

〈いま〉
農 用地区域

図 2

率
(
四
九
年
現
在
八
O
%
)
を
誇
る
本

県
に
お
い
て
も
、
農
地
を
良
好
な
状

態
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の
領
土
制
限

昭
和
四
四
年
九
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
(
略
し
て
農
振
法
)
」
は
、

H

農

業
の
領
土
宣
言
。
と
も
い
わ
れ
、
将

来
と
も
確
保
し
て
い
く
べ
き
優
良
農

地
の
区
域

(
1農
用
地
区
域
)
を
明

ら
か
に
し
て
、
そ
の
区
域
内
の
農
地

の
み
を
対
象
と
し
て
、
農
業
施
策
を

4 

積
極
的
、
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

本
県
で
も
四
三
j
四
九
年
度
の
問

に
、
全
市
町
村
の
「
農
業
振
興
地
域

挫
備
計
画
」
の
作
成
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
一
O
年
先
を
見
越
し

て
作
成
さ
れ
、
農
用
地
区
域
に
決
め

ら
れ
た
農
地
は
転
用
が
厳
し
く
制
限

さ
れ
、
無
秩
序
な
憤
廃
を
避
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
四
九
年
の
農

地
転
用
面
柏
が
激
減
し
て
い
る
の
も

こ
の
計
画
の
効
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し、

④
休
耕
地
の
活
用
を
図
る
特
定

利
用
権

市
町
村
や
農
協
は

荒
廃
し
た

遊
休
農
地
を
活
用
す
る
た
め
、

耕

作
等
を
目
的
と
す
る
賃
借
権
を
設

定
し
、
五
年
を
限
度
に
、
地
域
の
農

家
が
共
同
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

⑤
厳
し
く
な
っ
た
開
発
行
為

の
制
限

従
来
、
転
用
規
制
の
な
か
っ
た
農

用
地
区
域
内
の
山
林
原
野
で
も
、
開

5 

発
行
為
を
行
う
場
合
は
許
可
が
必
要

に
な
り
、
違
反
者
に
は
行
為
中
止
、

復
元
命
令
や
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

非
農
用
地
区
域
内
の
開
発
行
為
に
も
、

一
定
の
制
限
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

(図
3
)

以
上
の
よ
う
に
今
回
の
改
正
で

「
土
地
の
農
業
上
の
有
効
利
用
」

の
方
向
が
一
層
徹
底
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
農
振

制
度
の
趣
旨
と
農
業
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
を
賜
わ
り
、
富
山
県
農
業
の

安
定
し
た
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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十
月
四
日
は

よ
い
土
づ
く
り
運
動
の
推
進

の
際
に
心
土
が
混
入
す
る
の
で
、
土
壌

中
の
有
機
物
が
不
足
し
、
地
力
の
低
下

に
よ
る
農
業
生
産
力
の
減
退
が
懸
念
さ

本
県
の
水
田
土
壌
は
、
花
山
岡
岩
を
母

材
と
し
た
老
朽
化
し
や
す
い
砂
質
土
壌

が
多
く
、
そ
の
う
え
、
基
盤
整
備
工
事

れ
ま
す
。

州
民
家

の
み
な
さ
ん
/
・
あ
な
た
は

農
地
等
を
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い

る
で
し

ょ
う
か
。

日
間
山
県
民
地
問

発
公
社
は
、
豊
か
な
農
業
へ
の
道
を

聞
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
公
社
は

県
内
の
農
業
振
興
地
域
内
に
お
け
る

全
農
用
地
を
対
象
に
、

離
農
や
人
手

不
足
の
た
め
、

農
地
を
売
り
た
い
人

ま
た
は
貸
し
た
い
人
か
ら
、
買
い
入

れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
し
ま
す
。

の
用
地
を
経
営
規
模
の
拡
大
を
希
望

さ
れ
る
農
家
に
売
り
渡
し
た
り
、
貸

し
付
け
た
り
す
る

の
で
す
。

公
社
は
公
的
な
性
格
を
も

っ
た
機

関
で
す
か
ら

全
く
安
心
し
て
取
引

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
地
等

の
売
買
や
貸
借
に
つ
い
て
公
正
な
契

約
を
し

さ
ら
に
農
地
法
の
許
可
手

続
き

そ
の
他
一
切
を
公
社
で
行
い

ま
す
か
ら
便
利
で
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

村
農
業
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

公
社
へ
の
ご
連
絡
は
、
富
山
市
舟
橋

北
町

4
l
m
富
山
県
森
林
水
産
会
館

内、

8
0
7
6
4
・
引

・
6
1
6
6

(内
線

3
5
4
1
3
5
5
)に
お
願
い

し
ま
す
。

「
土
の
日
」

こ
の
た
め
、
堆
き
ゅ
う
肥
な
ど
地

力
増
強
資
材
の
増
投
に
よ
っ
て
「
よ

い
土
づ
く
り
」
を
行
い
、
う
ま
い
富

山
米
の
生
産
拡
大
を
は
か
る
「
よ
い

土
づ
く
り
運
動
」
を
、
こ
と
し
八
月

か
ら
来
年
三
月
ま
で
推
進
し
て
い
ま

す
。

マニュアスプレッター(堆肥撒布機)へ堆きゅ

う月巴を手責みこむ

十
月
を
強
調
月
間
に

県
、
市
町
村
、
農
業
団
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
緊
密
な
連

絡
の
も
と
に
、
「
よ
い
土
づ
く
り
」

の
た
め
の
次
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

ωポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
農
家
用
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
な
ど
の
配
布
に
よ
っ
て、

農
家
の
土
づ
く
り
に
対
す
る
意
欲

の
向
上
を
は
か
る
。

ω部
落
座
談
会
を
聞
き
、
土
づ
く
り

の
必
要
性
と
そ
の
浸
透
を
は
か
る

ω組
織
的
施
用
を
進
め
る
た
め
、
機

械
散
布
実
演
会
を
開
く
。

ω稲
わ
ら
お
よ
び
地
力
増
強
資
材
の

土
壌
別
施
用
基
準
(
叩
ア
ー
ル
当

り
)
を
定
め
て
指
導
す
る
。

ω十
月
を
「
土
づ
く
り
強
調
月
間
」

と
す
る
。

ま
た
、
十
月
四
日
を

「土
の
日
」
と
し
て
定
め
、
土
づ
く

り
を
普
及
推
進
す
る
。

山間
稲
作
農
家
と
畜
産
農
家
の
連
け
い

を
強
め
、
堆
き
ゅ
う
肥
の
積
極
的

な
施
用
を
は
か
る
。

問
地
力
明
強
資
料
の
取
り
扱
い
団

体
は
、
「
よ
い
土
づ
く
り
」
の
運
動

'
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
資
材
の
必

要
数
を
計
画
的
に
と
り
ま
と
め
、

需
給
の
円
滑
化
と
資
材
の
計
画
的

確
保
を
は
か
る
。

ωう
ま
い
富
山
米
の
生
産
拡
大
に
成

果
を
あ
げ
た
個
人
(
農
家
、
指
導

者
)
お
よ
び
団
体
を
、
市
町
村
長

か
ら
内
申
を
受
け
、
選
考
委
員
会

で
選
考
し
て
表
彰
す
る
。

そ
市
町

.農地開発公社の事業
(1)農地の売買

(2)農地の貸借

(3)農地の交換

(4)不良農地の改良

(5)山林・原野などの農地への造成

6 

-売買・貸借の方法は・.. 
買入価格・ー・ー農地としての時価(売る人と相談の

上決定)

売渡価格......原則として買い入れたときの価格に

公社の費用(1%)を加えた額

入・・・・・・小作料は標準小作料に基づいて貸す

人と相談の上決定。期間は10年間と

し、希望により 10年分の小作料を前

払いする 。

付 …ー・契約期間は10年間。小作料は年1回、

借り入れ小作料の古

借

貸

.公社を利用すると得をする点、は…・.
農地を売る人 公正な価格で話し合いができます。

譲渡所得税が500万円までかかりません(一般の場合100万円)

登録免許税がよ。に下ります(一般の場合T検討
不動産取得税がふに下がります(一般の場合最ち)

農地取得資金を800万円 まで年3分5厘で25年間借りられます。(一般の場合200万円)

前払小作料(10年分)の所得税は、平均課税で安くなります。

公社へ貸している聞は、不在地主扱いにはなりません 。

公的機関が借りますので、期限が到来すれば農地は確実に戻ります。

公社から借りる農地については、期間内は耕作権が完全に保障されます。

農地を買う人

農地を貸す人

フ

農地を借りる人



交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
ヘ
/

ヲ，

、ー
ん
な

-
負
傷
者
毅
護
に
報
償
金

県
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
に
よ

る
負
傷
者
を
、

医
療
機
関
へ
運
ん
で

い
た
だ
い
た
人
に
対
し
て
報
償
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

〈
手
続
き
〉
負
似
者
を
医
療
機
関
に

運
ん
だ
万
は
、
そ
の
医
療
機
関
ま
た

は
近
く
の
曾
察
署
(
派
出
所
、
駐
在

所
)
か
ら
「
搬
送
者
カ
ー
ド
」
を
も

ら
い
、
所
要
の
記
入
を
し
て

近
く
の

-
受
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金

本
人
の
保
護
者
等
が
交
通
事
故
の

こ
ん
な
と
き
は
、
だ

め
ら
わ
ず
に
二

O
番

あ
な
た
ゃ
あ
な
た
の
知
り
あ
い
が

交
通
事
故
や
ど
ろ
ば
う
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
と
き

人
に
お
ど
か
さ
れ
た
り
、
暴
力
を

ふ
る
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き

変
な
人
に
後
を
つ
け
ら
れ
た
と
き

ま
た
、•• 

あ
や
し
い
人
が
近
所
を
う
ろ
つ
い

て
い
る

酔
っ
ぱ
ら
い
が
迷
わ
く
を
か
け
て

る道
路
な
ど
で
人
が
た
お
れ
た
り
、

苦
し
ん
で
い
る

の
を
見
た
と
き
、
聞
い
た
と
き
は
、

い
ち
早
く
二

O
番
を
お
願
い
し
ま

す
。
あ
な
た
の
一

一
O
番
は
、
あ
な

た
を
守
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
急
行
し
ま
す
。

制
度
の
利
用
を

作
察
署
あ
て
に
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
報
償
金
〉

し
、
衣
服
ゃ
い
恥
の
シ
ー
ト
な
ど
の
汚

一
件
千
円
で
す
。

れ
の
程
度
に
よ
り
増
額
し
ま
す
。

-
突
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
を
原
因
と
す
る
賠
償

更
正
援
護
問
題
等
に
つ
い
て
相
談
に

た
め
死
亡
し
た
り
、

が
あ
り
、
苦
し
い
生
活
事
情
の
た
め

い
後
遺
症

学
費
等
に
困

っ
て
い
る
方
を

「高
校

奨
学
生
L

と
し
て
奨
学
金
を
貸
付
け

二
O
番
へ
は
¥
落
ち

つ
い
て
¥
ハ
ッ
キ
リ
と

あ
な
た
が

一
一
O
番
で
お
話
し
し

て
い
る
間
に
も
、
他
の
管
察
官
が
無

線
で
現
場
近
く
の
パ
ト
カ
ー
な
ど
に

応
じ
て
い
ま
す
。

事-、、-

J
J
9
/
 

〈常
設
相
談
所
〉
県
庁
二
階
に
あ
り

交
通
事
故
相
談
員
が
日
叫
祝
祭
日
を

除
く
糾
日

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

8
0
7
6
4
-m
・
4
1
1
1
内
線

A
吐

ヴ

i

A
吐

弁
護
士
も
毎
週
木
曜
日
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で
、

相
談
に
応
じ
ま
す

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
巡
回
相
談
所
〉
交
通
事
故
相
談
員

が
、
黒
部
、

氷
見
、

、--、
V
H
H

、

パハ
J
h
ノ
立
口

の
弁
山
役
所
お
よ
び
魚
沖
と
砺
波
の

川
町
総
合
庁
令
を
巡
回
し
て

円
口
点
火
司
」

+
f
--z
n
l
v
 

応
じ
て
い
ま
す
。

-
生
活
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付

交
通
事
故
に
よ
リ
災
害
を
受
け
た

世
帯
の
生
活
が
非
し
く
凶
窮
し
た
場

合
、
急
場
を
し
の
ぐ
た
め
に
必
要
な

生
活
資
金
を
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

り勺
l
寸

J
H

卜

1
ト
イ
t
B
t
qt
古
官

一
回
に
つ
き
叩
万
円
以

内

無
利
息

ω貸
付
期
間

六
か
月
以
内

ω的
巡
方
法

一
折
払
い
ま
た
は
分

壬口
1
品

、

牛
寸
J
4イ
d
l
v

*
そ
の
他
、
手
続
き
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
日
山
県
県
民
生
活
局
交
通
対

策
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

.

(
8
0
7
6
4
・
汎

・
4
1
1
1
内
線

来日ー

撲
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交
通
遺
児
の
健
か
な
成
長
の
た
め
に

-
県
か
ら
瀕
励
金

交
通
事
故
、
業
務
上
の
災
害
、
風

水
害
等
で
、
父
や
母
な
ど
保
護
者
を

失
っ
た
泣
児
に
激
励
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
義
務
教
育
終
了

前
の
県
内
居
住
の
児
童
に
限
り
ま
す
。

ま
す
。

ま
た
交
通
遺
児
等
が
大
学
に
進
ま

れ
た
は
あ
い
、
と
く
に
優
秀
な
学
生

あ
る
い
は
交
通
問
題
を
専
攻
し
優
秀

な
学
生
を

「
大
学
奨
学
生
」
と
し
て

奨
学
金
を
貸
付
け
ま
す
。

「
現
場
へ
急
行
」
す
る
よ
う
手
配
し

て
い
ま
す
。

一一

O
番
に
は
落
ち
つ

い
て何

が
あ

っ
た
か

(用
件
)

い
つ
あ
っ
た
か

(時
間
)

ど
こ
で
あ
っ
た
か

(現
場
)

-・・・

O
町
0
丁
目

O
番
地

ど
ん
な
状
況
か

順
序
よ
く

-
現
場
へ
の
目
じ
る
し

:
駅
、
学
校
、
銀
行

な
ど
に
つ
い
て
、

ハ
ッ
キ
リ
お
話
し

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

多
い
か
け
ま
ち
が
い
¥

い
だ
、
ず
ら
電
話

日
に
約
七

O
件
の

一一

O
番
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
半
数
近
く

激
励
金
額
は
一
万
円
。
適
用
は
、

ω遺
児
に
な

っ
た
と
き

ω遺
児
が
小

学
校
へ
入
学
し
た
と
き
で
す
。

遺
児
の
保
護
者
は
、
「
激
励
金
支

給
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
住
地
の
市
役
所
、

町
村
役
場

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω貸
付
金
額
(無
利
子

高
校
奨
羊
生

毎
月
一
万
円

大
学
奨
学
生

毎
月
二
万
円

ω返
還
貸
付
期
間
終
了
後
六
か
月

す
え
お
き
、
初
年
以
内
に
月
賦
、
年

賦
等
で
返
還
。

が、

か
か
け
ま
ち
が
い
u

や
H

い
た
ず

ら
々
で
す
。
ま
ち
が

っ
て

一一

O
番

に
か
か

っ
た
と
き
は
、
「
ま
ち
が

っ
た」

と
ひ
と
こ
と
お

っ
し
ゃ

っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
い
た
ず
ら

一一

O
番
が
目
立
ち
ま
す
の
で
、
お

気
付
き
の
際
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
宅

の
電
話
器
は
一
、

一、

O
と
ま
わ
し

て
く
だ
さ
い
。

公
衆
電
話
ボ

ツ
ク

ス
な
ど
の
青
い
電

話
器上

か
横
に
あ
る

赤
い
器
械
の

一一

O
と
書
い
て
あ
る

-
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
貸
付

自
動
卓
事
故
被
災
世
慌
の
う
ち
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
所
得
税
を

納
め
て
い
な
い
世
帯
ま
た
は
そ
れ
ら

と
同
等
の
世
帯
の
交
通
遺
児
、

あ
る

い
は
重
度
後
退
障
害
が
伐

っ
た
方
の

子
弟
で
、

中
学
卒
業
以
前
の
方
に
貸

付
け
ら
れ
ま
す
。

川
金
額

*
一
時
金
七
万
円

本

弁

川

成
資
金
毎
月
六
千
円

*
い
ず
れ

も
無
利
息

(2) 
期
間

貸
付
を
決
定
し
た
と
き
か

ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

ω指
置
期
間

貸
付
終
了
後
一
年
間

B 

以
内

ω返
還
方
法

初
年
間
均
等
払
い

ω返
還
の
特
例

校
、
大
学
等
に
在
学
す
る
と
き
は

中
学
卒
業
後
、
高

返
還
を
猶
予

*
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

そ
の
他
、
後
遺
障
害
保
険
金

一
部
立

替
貸
付
、
保
障
金
一
部
立
替
貸
付
、

不
履
行
判
決
貸
付
等
も
行

っ
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
次
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
富
山
市
桜
町

一
l

E

|

一
ニ
六

自
動
卓
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
富
山
支

所

(
2
0
7
6
4
・
ぉ・

1
6
3
1

そ
の
他
、
詳
し
く
は
次
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
ー

(平
河
ビ
ル

)
「
財
団
法
人

交
通
遺

児
育
英
会
」

2
7
1
(代

(
8
0
3
・
5
8
1
・
2

一T
1
0
0
)

ほ
う
を
ま
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

9 

た
ば
こ
屋
さ
ん
や

お
か
し
屋
さ
ん
の

庖
先
に
あ
る
赤
や

ピ
ン
ク
の
電
話
器

お
庖
の
人
に
き
り
か
え
て
も
ら
っ
て

か
ら
一
、
一
、

O
と
ま
わ
し
て
く
だ

さ
い
。

て来が 0
.グ なまお

いだか
かあ

さえち
カf つや

ム
は
く
い
く
つ
?

O
五
つ
。

い
も
う
と
と
二
人
で
す
。

は
ら
へ

っ
ち
ゃ

っ
た
。

と
き
に
は
こ
ん
な
い
た
い
け
な
い

一O
番
も
/

美
し
い
郷
土
、
住
み
よ
い
町
を
守

る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。



空から拝見

万
葉
の
古
歌
で
〈
三
島
野
〉
と
詠
ま
れ
た
射
水
平
野
に
犠
わ
れ
た
大
島
町
は
、

昭
和
四
四
年
四
月
、
明
治
以
来
の
村
を
町
と
改
め

た
。
農
業
を
も
っ
て
成
る
大

島
の
地
へ
紡
績
、
電
機
の
大
工
場
が
誘
致
さ
れ
、
ま
た
国
道
沿
線
に
中
小
企
業

が
進
出
。
次
第
に
都
市
化
さ
れ
た
た
め
の
衣
替
え
で
あ
る
。

西
は
高
岡
大
橋
を
経
て
高
岡
市
に
、
東
は
国
道
八
号
線
で
富
山
市
に
結
ば
れ
、

北
は
新
湊
市
、
富
山
新
港
に
接
す
る
大
島
町
は
、
交
通
至
便
な
地
の
利
か
ら
、
近

年
人
口
の
増
加
が
著
し
い
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
大
島
の
美
し
い
自
然
環
境
に
調
和
し
た

〈
緑
の
中
の
住

み
よ
い
町
づ
く
り
〉
を
、

町
政
の
指
標
に
か
か
げ
、
推
進
し
て
い
る
。
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こ
の
時
は
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と

い
う
反
省
が
お
こ
っ
た
。
明
治
四
年

に
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
と
い
う
太

政
官
布
告
が
出
さ
れ
、
明
治
二
二
年

に
は
古
社
寺
の
維
持
保
存
金
制
度
が

つ
く
ら
れ
、
同
三

O
年
に
は
、
文
化

財
保
護
の
た
め
の
法
律
と
し
て
「
古

社
寺
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

古
社
寺
が
保
護
対
象
と
し
て
重
視

さ
れ
て
き
た
の
は
、
古
く
伝
わ
る
美

術
品
や
建
造
物
は
、
社
寺
に
多
く
保

存
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和

四
年
に
は
、
「
国
宝
保
存
法
」
が
生
ま

一
-
保
存
技
術
を
開
発
す
る

(
高
瀬
史
跡
公
園
〉

.

昭
和
四
九
年
に
完
成
σ

遺
跡
を
埋

一
め
た
上
に
遺
構
模
型
を
す
っ
ぽ
り
か

一

一
ぶ
せ
て
当
時
を
再
現
し
た
。
川
砂
を

一

一
樹
脂
で
固
め
た
模
型
は
、
ア
ス
フ
ァ

一

.
ル
ト
や
芝
で
お
お
う
よ
り
自
然
感
が

一
こ
わ
さ
れ
な
い
の
が
特
長
で
、
初
め

一

.
て
の
試
み
で
あ
る
。

高
瀬
遺
跡
は
、
初
期
荘
園
時
代
の

一

一
庄
家
と
集
落
の
跡
で
、
昭
和
四
六
年

一

一
に
発
掘
調
査
し
、
四
七
年
国
指
定
。

一

(
井
波
町

主主r
同1
j頼

日
本
人
は
文
化
財
を
ま
も
る

心
を
持
ち
続
け
て
き
た

ふ
る
さ
と
ブ
ー
ム
の
効
罪

ひ
と
こ
ろ
に
比
べ
る
と
幾
分
は
決

ち
若
き
を
と
り
も
ど
し
て
き
た
と
は

い
え
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
越
中

五
箇
山
路
は
、
色
ど
り
も
あ
ざ
や
か

な
人
波
で
あ
ふ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
全
国
各
地

の
秘
抗
で
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。
ふ

る
さ
と
を
見
直
そ
う
と
い
う
国
民
の

気
持
ち
が
、
こ
う
し
た
秘
境
に
凝
集

し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
る
。

ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
納

屋
の
片
隅
な
ど
に
打
ち
捨
て
ら
れ
、

ま
た
、

場
所
ふ
さ
ぎ
と
し
て
や

っ
か
い
も
の

に
さ
れ
て
い
た
農
具
や
漁
具
、
あ
る

い
は
日
用
道
具
な
ど
が
宝
物
扱
い
を

受
け
て

個
人
の
応
接
間
や
喫
茶
庖

な
ど
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
風
潮
は

文
化
財
に
親

し
む
糸
口
で
は
あ
る
が

一
面
で
は

文
化
財
を
壊
し
て
い
る
と
い

っ
た

場
合
も
少
な
く
な
い
。

秘
境
は
繁
華
街
と
化
し
、
昔
の
道

れ
、
古
社
寺
以
外
の
も
の
で
も
、
歴

史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も

グ〉

は

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
保
護
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
「
重
要
美
術
品
ノ
保
存

関
ス
ル
法
律
」
が
制
定
さ
れ

美
術
品
と
し
て
認
定
さ
れ
た
美
術
品

は
、
文
部
大
臣
の
許
可
が
な
け
れ
ば

輸
出
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

甑
大
さ
れ
た
保
護
の
手

他
方
大
正
八
年
に
は
「
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
保
存
法
」
が
生
ま
れ
、

文
化
財
と
し
て
保
護
を
す
る
対
象
が

土
地
や
動
植
物
な
ど
に
も
広
が
り
、

文
化
財
の
保
護
体
制
は
一
歩
一
歩
完

成
へ
と
近
づ
い
て
き
た
。

二
回
目
の
危
機
は

第
二
次
世
界

大
戦
で
あ
る
。
お
寺
の
鐘
や
家
庭
の

金
属
器
類
は

先
祖
伝
来
の
美
術
品

で
も
兵
器
の
材
料
と
し
て
溶
鉱
炉
に

投
入
さ
れ
、
空
襲
で
焼
か
れ

に
よ
っ
て
壊
れ
四
散
し
た
。
終
戦
直

後
は
さ
ら
に
多
く
の
美
術
品
が
、
食

料
品
と
交
換
さ
れ
た
り

国
外
に
持

ち
出
さ
れ
た
り
し
て
散
逸
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
混
乱
期
、
昭
和

四
年
一
月
二
六
日
。
法
隆
寺
の
金
堂

具
類
は
、
名
も
、
使
い
道
も
、
歴
史

も
分
ら
ぬ
ま
ま
四
散
し
て
い
く
。

こ

の
傾
向
が
続
け
ば
、
や
が
て
正
し
い

民
俗
文
化
は
消
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
、
っ
。

文
化
を
守
る
伝
統

日
本
人
は
、
古
代
か
ら
世
界
各
地

の
文
化
を
和
極
的
に
受
け
入
れ
、
そ

れ
を
消
化
し
て
風
土
に
合

っ
た
独
特

の
文
化
を
創
造
し
て
き
た
。
た
と
え

ば
、
千
数
百
年
の
昔
か
ら
伝
わ
る
雅

楽
は
、
中
国
、
朝
鮮
、
イ
ン
ド
等
か

ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
発
祥

地
で
は
亡
ん
で
し
ま

っ
た
も
の
で
あ

る
。
諸
外
国
の
例
を
凡
る
と
、
新
し

い
文
化
が
栄
え
る
と
、
在
来
の
文
化

が
亡
び
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
ら

，
、
。

'』目、‘
ν

要

が
炎
上
し
、
日
本
で
最
も
貴
重
な
文

化
財
で
あ
る
堂
内
の
壁
画
が
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
故
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
国
民
の
中
か
ら
、
文

化
財
を
ま
も
ろ
う
と
い
う
世
論
が
高

ま
り
、
翌
二
五
年
五
月
、
議
員
立
法

…
・
文
化
財
を
発
見
す
る

.

(
勝
興
寺
)

一

五
円
年
ほ
ど
前
に
開
創
さ
れ
た
寺

一

一
院
で
、
一
向
一
撲
の
統
師
と
し
て
、

一

一
本
県
の
宗
教
史
上
重
要
な
役
割
を
果

…

一
た
し
た
。

一

こ
こ
に
は
、
そ
の
歴
史
の
裏
づ
け

一

一
と
な
る
美
術
品
や
古
文
書
等
が
数
百

一

一
点
収
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
収
蔵
品
は
こ
一

一
と
し
九
月
県
指
定
さ
れ
た
。

一

文
化
財
の
調
査
は
絶
え
ず
続
け
ら

一

一
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
高
岡
市
伏

…

一
木
古
田
分
)

近
代
に
入
っ
て
三
度
の
危
機

わ
が
国
の
文
化
は
、
文
化
を
愛
す

る
多
く
の
人
の
手
に
よ
っ
て
ま
も
ら

に
よ
る
「
文
化
財
保
護
法
」
が
公
布

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
法
律
で
、
新
し
く
、
無
形
文

レ
U

・オ
d

、

r々
l
口
H
R

民
俗
資
料
、
埋
蔵
文
化
財
の

保
護
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

第
三
の
危
機
と
保
護
法
改
正

お
し
寄
せ
る
社
会
変
化
の
波

第
三
の
危
機
は

こ
こ
数
年
来
全

図
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

大
型
開

発
事
業
の
進
展
と
社
会
環
境
の
変
化

疎
開

で
あ
る
。
生
活
様
式
の
変
化

価
値

観
の
多
様
化

あ
る
い
は
旅
行
ブ
|

ム
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
も
、
文

化
財
の
危
機
を
招
く
原
因
と
な
っ
て

いヲ。。人
間
は
自
然
界
の
一
員
で
あ
り
な

カf

り

あ
ま
り
に
も
強
大
な
力
を
握

り
、
自
然
を
支
配
し
た
。
ま
た
、
現

代
の
文
化
は
、
過
去
の
文
化
を
引
き

継
い
で
未
来
へ
橋
渡
し
す
る
も
の
で

あ
る
の
に

現
代
人
は
今
生
き
る
人

の
た
め
だ
け
の
も
の
の
よ
う
に
振
舞

う
。
た
と
え
ば
文
明
の
発
達
は
動
机

物
の
環
境
を
急
変
さ
せ

根
絶
す
る

も
の
を
続
出
さ
せ
た
。

民
俗

ま
た

芸
能
や
伝
統
芸
術
の
よ
う
に

生
活

の
糧
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
く

な
っ
た
も
の
は

人
か
ら
人
へ
受
け

…

・

自

然

を

ま

も

る

一

(
杉
沢
の
沢
ス
ギ
)
…

黒
部
川
扇
状
地
末
端
部
の
湧
水
地

帯
に
育
つ
杉
林
。
ご
く
最
近
ま
で
燃

一
料
や
農
用
材
に
用
い
ら
れ
た
。
湿
地

一
な
の
に
杉
が
育
つ
の
は
、
林
内
を
流

一

一
れ
る
新
鮮
な
水
が
、
酸
素
の
供
給
を

一

一
す
る
か
ら
ら
し
い
a

根
が
浅
く
倒
れ

…

一
や
す
く
、
倒
れ
た
木
か
ら
若
木
が
育

…

.

つ
特
性
を
も
っ
。

…

杉
沢
に
は
珍
ら
し
い
植
物
も
多
く
、

一

一
昭
和
四
八
年
国
指
定
と
な
り
、
県
自

一

一
然
環
境
保
全
地
域
と
し
て
保
存
工
事

.

一
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。(
入
善
町
吉
原
)

一

12 

回
避
し
て
き
た
か

れ
て
き
た
が
、
し
ば
し
ば
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

明
治
以
降
に
も
、
少
な
く
と
も

う
し
た
危
機
は
三
回
あ

っ
た
。

そ
の
一
回
目
は
、
明
治
初
年
の
欧

米
崇
拝
思
潮
と
廃
仏
棄
釈
で
あ
る
。

祖
先
伝
来
の
美
術
品
が
人
手
か
ら
人

手
に
渡
り
、
海
外
へ
ど
ん
ど
ん
流
出

し
、
社
寺
は
破
壊
さ
れ
た
。
し
か
し

…
・
修
理
す
る
(
武
田
家
)

一

一
万
平
方
灯
を
こ
す
広
大
な
敷
地

に
、
約
二
百
年
前
に
建
て
ら
れ
た
住

{
奇
間
口
、
奥
行
と
も
約
十
八
灯
あ

り
、
富
山
県
平
野
部
大
型
住
居
の
典

一
型
的
な
部
屋
配
置
を
も
っ
。
現
在
進

…
め
ら
れ
て
い
る
半
解
体
修
理
工
事
で

は
、
後
世
の
改
造
部
分
を
で
き
る
だ

一
け
原
形
に
も
ど
す
工
夫
が
さ
れ
て
い

.

ヲ
h
v

。
B?5術
和者
四の
六手
年で
国慎
指重
定に
( イ丁
高わ
岡れ
市て
太い
田る

文
化
財
の
修
理
は
、
多
く
の
専
門

家
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
保
存
技

オ3

継
が
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
他

方
、
建
造
物
や
美
術
工
芸
品
な
ど
の

修
復
技
術
を
も
っ
人
が
少
な
く
な
り

さ
ら
に
草
ぶ
き
屋
根
用
の
カ
ヤ
の
よ

つ
な
修
復
材
料
も

入
手
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

困
難
な
埋
蔵
文
化
財
保
護

と
く
に
問
題
の
多
い
の
は
埋
蔵
文

化
財
で
あ
る
。

埋
蔵
山
文
化
財
と
は

地
下
や
水
底

に
埋
も
れ
て
い
る
文
化
財
の
こ
と
で



員
塚
、
住
居
跡
、
古
墳
、
窯
跡
、
経

塚
な
ど
の
考
古
学
上
の
遺
跡
と
そ

見
な
い
と
そ
の
範
囲
も
性
質
も
価
値

も
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
は
、
ど
れ
ほ
ど
慎
重
か

れ
ら
の
遺
跡
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
土

器
、
石
器
、
木
器
、
金
属
器
、
瓦
な

ど
の
遺
物
を
い
い
、
多
く
が
地
表
か

ら
識
別
で
き
な
い
点
で
、
他
の
文
化

財
と
大
き
く
異
っ
て
い
る
。

つ
精
密
に
行
っ
て
も
、
遺
跡
が
数
千

年
来
保
っ
て
き
た
本
来
の
姿
を
破
壊
す

る
こ
と
に
な
り
、
な
る
べ
く
現
状
の

ま
ま
で
保
存
す
る
の
が
一
番
好
ま
し

か
をこ
決の
めた
るめ

も保
護

発す
掘る
調か

、査し
" し な
てい

い
。

こ
の
よ
う
な
困
難
さ
の
ほ
か
に
、

大
規
模
土
木
工
事
が
各
所
で
一
斉
に

…
・
後
継
木
を
育
て
る

一
(
浜
黒
崎
の
松
並
木
と
そ
の
二
世

J

.

三
七

O
年
ほ
ど
前
に
植
え
ら
れ
た

一
黒
松
の
並
木
は
、
多
幹
性
の
品
種
だ

一
が
、
老
齢
と
、
道
路
舗
装
な
ど
で
環

一
境
が
変
っ
た
た
め
か
、
枯
死
が
目
立

一
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
種
子

一
を
集
め
て
播
き
、
二
世
を
育
て
る
試

一
み
が
は
じ
め
ら
れ
(
富
山
市
浜
黒
崎
)

おおやま国保
宿泊準備進む

(民泊を含む)

行
わ
れ
る
今
日
で
は
、
保
存
と
開
発

の
調
整
が
な
か
な
か
賎
し
い
。

保
護
法
改
正
で
援
本
策

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
こ

と
し
七
月
一
日
、
文
化
財
保
護
法
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。

で
は
、

こ
の
改
正

民
俗
資
料
は
「
民
俗
文
化
財
」

と
改
称
さ
れ
、
古
い
町
並
の
よ
う
に
、

周
囲
の
環
境
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史

的
風
致
を
つ
く
っ
て
い
る
「
伝
統
的

建
造
物
群
」
が
文
化
財
に
加
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
文
化
財
の

保
存
技
術
を
、
保
護
の
対
象
と
し
て

各
種
の
援
助
を
す
る
こ
と
に
な
り

埋
蔵
文
化
財
対
策
は
実
態
に
あ
わ
せ

…
・
根
絶
を
防
ぐ
…
…
・
見
る
機
会
を
つ
く
る

一
(
十
二
町
潟
の
オ
二
パ
ス
)
二
(
魚
津
歴
史
民
俗
資
料
館
)

わ
が
国
の
オ
ニ
パ
ス
の
代
表
的
生

一
-一

民
俗
文
化
財
や
歴
史
資
料
を
総
合

一
育
地
で
あ
る
十
二
町
潟
の
周
辺
は
、

二

5

.一

的
に
保
存
活
用
す
る
施
設
と
し
て
、

一
次
第
に
環
境
が
変
化
し
て
き
た
。
十

二

ヨ

二

昭
和
四
八
年
に
開
館
し
た
県
下
第
一

一
二
町
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
交

-一

号
の
施
設
。

い
ま
こ
の
種
の
施
設
が

一
庭
に
造
ら
れ
た
観
察
園
で
毎
日
記
録

一一

各
市
町
村
に
次
々
と
建
設
さ
れ
、
郷

一
を
と
り
、
オ
ニ
パ
ス
を
守
っ
て
き
た
。
.
.
 

一一

土
の
歴
史
と
文
化
財
の
理
解
を
深
め

.
こ
の
観
察
園
で
獲
れ
た
種
子
は
十
二

-
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

…
町
潟
の
オ
ニ
パ
ス
が
害
虫
で
全
滅
し

一
(
魚
津
市
小
川
寺
)

.
た
と
き
、
そ
の
子
孫
の
保
存
に
役
立

一
「

一
つ
こ
と
が
で
き
た

0

.

(
氷
見
市
万
尾
川
の
内
)

て
充
実
さ
れ
る
な
ど
、
抜
本
的
と
い

え
る
ほ
ど
整
備
さ
れ
た
。

文
化
財
に
親
し
む
と
い
う
こ
と

い
ま
だ
に
、
文
化
財
に
落

た
り
傷
つ
け
る
人
が
絶
え
な
い
の
は

ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
そ

れ
ら
を
「
一
部
心
な
い
人
の
仕
わ
ざ
」

と
簡
単
に
片
づ
け
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

物
を
大
切
に
す
る
人
は
、
そ
の
物

の
価
値
を
知
っ
て
い
る
人
で
あ
る
。

文
化
財
に
親
し
み
、
理
解
し
て
い
る

人
は
、
文
化
財
を
ま
も
る
人
だ
ろ
う
。

場キス坂搬

'E-
m
M級
立
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

四
千
人
が
宿
泊

明
年
二
月
大
山
町
の
極
楽
坂

・
粟

巣
野
両
ス
キ

l
場
で
聞
か
れ
る
ス
キ

ー
国
体
に
は
、
全
国
か
ら
参
加
す
る

約
二
、
一

O
O
人
の
選
手
、
監
督
を

は
じ
め
、
大
会
の
運
営
に
あ
た
る
大

会
本
部
役
員
、
競
技
役
員
な
ど
総
数

四、

0
0
0
人
以
上
の
宿
舎
が
必
要
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
会
場
周
辺
の
旅
館
、

民
宿
を
全
部
利
用
し
て
も
足
り
ず
、

別
図
の
と
お
り
広
範
囲
に
分
散
せ
ざ

る
を
得
な
い
実
情
か
ら
、
隣
接
の
立

山
町、

富
山
市
に
そ
れ
ぞ
れ
一
、

O
二

半ゲ」

l
レ

文
化
財
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
の
き
っ
か
け

が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

た
わ
む
れ
に

盆
栽
を
作
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

櫛
物
に
詳
し
く
な
っ
た
団
地
住
ま
い

の
主
婦
が
い
る
。
出
張
が
多
く
、
行

く
先
々
で
盃
を
一
個
ず
つ
買
っ
て
き

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
陶
磁
器
の
世

界
に
入
っ
た
人
が
い
る
。
近
所
の
お

叫

二
五

O
名
の
宿
泊
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。

。
名

民
家
の
協
力

昭
和
三
三
年
に
行
わ
れ
た
「
富
山

国
体
」
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
民

家
協
力
に
よ
る
「
民
泊
」
を
実
施
し
、

大
変
な
好
評
を
得
ま
し
た
。

「
お
お

や
ま
国
体
」
で
も
宿
舎
不
足
の
解
消

の
た
め
、
大
山
町
の
本
宮
、
小
見
、

上
滝
の
三
地
区
の
民
家
五

O
軒
に
約

四

O
O
人
分
の
宿
舎
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
快
諾
を
得
ま
し
た
。
心
暖
ま

る
家
庭
サ
ー
ビ
ス
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

急
ピ
ッ
チ
の
旅
館
整
備

国
体
ま
で
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

現
在
、
旅
館
の
新
設
や
増
改
築
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
見
か
ら
五

O
O
灯
の
地
点

に
造
成
中
の
亀
谷
温
泉
は

国
体
宿

富山湾の珍味ホタルイカ を

使 つての調理講習

-. . . . . . 
------------------------------------------

地
蔵
さ
ん
に
花
や
水
を
あ
げ
て
い
る

う
ち
に
、
民
俗
文
化
に
親
し
む
よ
う

に
な
っ
た
人
も
あ
る
と
い
う
。
あ
る

い
は
、
自
分
の
家
の
家
系
を
調
べ
て

い
る
う
ち
に
、
郷
土
の
歴
史
に
進
ん

14 

だ
話
も
あ
る
。

文
化
財
は
身
の
回
り
か
ら
出
発
し

旅
先
か
ら
で
も
‘
自
分
の
職
場
か
ら

で
も
入
れ
る
広
い
入
口
を
持
っ
て
い

る
。
生
活
の
中
に
新
し
い
空
気
を
少

し
入
れ
る
気
に
さ
え
な
れ
ば
、
家
庭

に
新
鮮
な
話
題
も
は
ず
も
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

身
近
な
文
化
財
を
、
心
の
こ
も
っ

た
眼
で
、
も
う
一
度
も
二
度
も
見
る

こ
と
か
ら
親
し
み
が
湧
き
、
自
然
に

文
化
財
を
ま
も
る
気
持
ち
が
お
き
て

く
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

舎
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
既
存
の
旅
館
も
、
県
の

制
度
資
金
を
活
用
し
て
乾
燥
室
、
調

理
室
、
浴
室
、
便
所
、
客
室
な
ど
の

整
備
を
急
い
で
い
ま
す
。

愛
情
の
こ
も
つ
だ
国
体
食
を

全
国
か
ら
お
う
選
手
の
皆
さ
ん
に

日
頃
鍛
え
上
げ
た
技
と
力
を
存
分
に

発
揮
レ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
栄

養
豊
富
で
家
庭
的
な
食
事
が
何
よ
り

も
大
切
。

そ
こ
で
、
こ
の
ほ
ど
、
栄
養
の
確

保
を
第
一
義
と
し
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、

ま
す
寿
司
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
、
郷
土

15 

食
も
十
分
盛
り
こ
ん
だ
、
愛
情
の
こ

と

も
っ
た
標
準
献
立
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

国
体
開
催
ま
で
に
、
度
々
講
習
を

行
い
、
選
手
が
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
活
躍
で
き
る
食
事
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
研
き
ん
を
積
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

宿
泊
予
定
人
員

区分 人数

選手及び監督 2，132人

視 絞J耳、 員 250 

競技役員 612 

本部役員 150 

報 道 員 250 

特別招'-1-'へ い者J_:( 60 
>>-び央役

支 援 隊 380 

そ の 他 200 

5十 4，034 



シリーズNO.28物価と家計簿

全国物価統計調査の

結果から

-
被
服

衣
料
品
で
は
、
品
目

・
商
標
に
よ

る
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
木

綿
服
地
が
一

O
六

・
八
i
一
一
九

・

四
、
紳
士
服
地
が

一
二
三

・
七
と
小

売
価
格
指
数
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
の

に
対
し
、

背
広
が
五

0
・
六
1
七
五

.
一
、
学
生
服
が
五
八

・
0
1
七一

-
八
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
下
着

類
で
は
、
七
一

・
八
1
八
三

・
五
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
標
に
よ

る
差
で
は
、
婦
人
長
く
つ
下
が
五
三

・
三
i
九

一
・
O
、
子
供
服
が
五
七

.
八
l
九
二

・
四
と
な
っ
て
お
り
、

商
標
に
よ
る
卸
価
格
差
の
大
き
い
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

身
の
回
り
品
で
は
、
子
供
運
動
ぐ

図 3被服 l 

(小売価格=100)i 
110 

80 

70 

90 

今
回
は
、
四
九
年
六
月
に
実
施
さ

れ
た
全
国
物
価
統
計
調
査
の
結
果
の

一
部
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
消
費
生
活

上
主
要
な
商
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
料

金
に
つ
い
て
、
小
売
価
格
や
卸
売
価

格
な
ど
を
調
査
し
、
地
域
別
、
庖
舗

の
種
類
別
に
価
格
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
、
物
価
対
策
の
資
料
と
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
な
か
か
ら
主
な
商

品
を
と
り
あ
げ
て
、
富
山
市
に
お
け

る
一
般
小
売
店
の
小
売
価
格
と
そ
の

卸
売
価
格
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介

l
」

+
g
l」
ト
4

‘っ
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
商
品
ご
と

に
そ
の
取
引
の
流
れ
に
沿
っ
て
追
跡

調
査
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
指
数
の
差
が
必
ず
し
も
流
通
コ

ス
卜
な
ど
と
は
な
ら
な
い
点
を
あ
ら

か
じ
め
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

以
下
は
、
小
売
庖
に
お
け
る
価
格

を一

O
O
と
し
て
卸
売
価
格
を
指
数

化
し
た
も
の
で
概
要
を
述
べ
た
も
の

で
す
。
し
た
が
っ

て
指
数
が
高
い
場

合
は
、
小
売
価
格
と
卸
売
価
格
の
差

が
少
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

... つ
が
六
五

・
二
i
七
六
・
八
、
抱
き

か
ぱ
ん
七

0
・
七
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(
図
3
)

-
雑
費

医
薬
品
は
、
全
般
的
に
指
数
が
低

く
、
感
冒
薬
が
平
均
七
三

・
三
、
胃

腸
薬
が
平
均
七
五

・
八
、
ビ
タ
ミ
ン

剤
が
平
均
七
二

・
五
と
な
っ
て
い
ま

す
。
銘
柄
に
よ
る
差
で
は
、
感
冒
薬

が
六
五

・
二
j
七
六

・
四
と
大
き
く
、

胃
腸
薬
が
七
四

・九
i
七
七
・
七
と

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

雑
貨
関
係
で
は
、
化
粧
用
石
け
ん

が
八
三

・七
l
一
O
九

・
二
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
八

0
・
五
1
八

八

・
五
、
洗
た
く
石
け
ん
八
七

・
七

ー
八
八

・
五
と
な
っ
て
、

t
「
。

図 4 雑費 (小売価格=100) 

-
食
料
ロ
∞

(
生
鮮
食
ロ
∞
を
除
く
)

食
料
品
の
中
で
は
、
砂
糖

・
マ
ヨ

ネ
ー
ズ

・
即
席
カ
レ
ー
な
ど
は
平
均

し
て
指
数
が
九

O
以
上
と
な
っ
て
お

り

ハ
ム

・
ソ
ー
セ
ー
ジ

・
チ
ー
ズ

-
食
用
油
な
ど
は
七
O
以
下
と
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
食
料
品

は
、
お
お
む
ね
八

0
1
九
O
の
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
項
目
別
で
は
、

主
食
関
係
は
、

即
席
ラ
ー
メ
ン
が
八
八

・
O
、
小
麦

粉
が
七
五

・
一
i
八
0
・
六
と
な
っ

て
い
ま
す
。
肉
類
乳
製
品
で
は
、
粉

ミ
ル
ク

・
バ
タ
ー
が
八
四

・
一
1
九

r
合

8

て
も
ニ

カ
a

・1
L
合

て

弘
'
の

川

一示

‘

噌n

d
ト

・舎
の
見

の

-
9
と

他

弘

い

一

F

レ

制

ニ

司令

き

-

:

コ
が

る

す

よ

行

一

-フ

ヨ
徴

&
m
a
の
〈

一

グ
テ
緬
て
~

ニ
‘
一

「
司1
1

一
-F
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

-
四

i
y二
・
O
、
電
気
冷
蔵
庫
が

七一

・
八
1
八
四

・
六
と
、
電
気
製

か
ん
詰
類
で
は
、
み
か
ん
か
ん
詰

が一

O
三

・
七
i
七
コ
了

O
と
、
銘

品
は
ほ
ぼ
八

O
前
後
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
具
で
は
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
五
六

柄
に
よ
り
卸
売
価
格
に
幅
の
あ
る
こ

と
が
、
っ
か
が
わ
れ
ま
す
。

調
味
料
で
は
、
砂
糖

・
マ
ヨ
ネ
|

-
八
i
五
八

・
八
と
低
い
の
を
は
じ

め
、
な
べ

・
腕
時
計

・
ラ
ッ
プ
材
な

ズ

・
即
席
カ
レ
ー
は
平
均
指
数
が
高

く
、
み
そ

・
食
用
油
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
酒
類
で
は
、
ビ
ー
ル
が
平

均
指
数
八
五
・

O
と
高
く
、
清
酒
二

ど
も
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(図
2

-
光
熱

級
が
七
八

・
九
と
低
く
な
っ
て
い
ま

灯
油
が
六
四
・
五
、

プ
ロ
パ
ン
ガ

す

図

ス
が
四
0
・
八
と
、
他
の
商
品
に
比

べ
指
数
の
低
い
の
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
小
売
庖
に
お
け

16 

-
家
具
・
電
気
製
昂

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
七
九

・

o
j八

る
販
売
設
備
な
ど
の
特
殊
性
に
よ
る

五

・
八
、
電
気
せ
ん
た
く
機
が
七
五

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

図 1食料品 (小売価格=1∞)

110 

100 

60 

90 

80 

70 

文
房
具
で
は
ノ
ー
ト
ブ

ッ
ク
が

六一

・
一二
i
六
五

・
六
、
鉛
筆
が
七

0
・
四
i
七
二

・
二
と
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
、
ガ
ソ
リ
ン
八

一
・
六

カ
メ
ラ
八
三

・
七
1
八
九
・

一
と
な

(図
4
)

っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
お
こ
と
わ
り
し
た
よ
う

に
、
こ
の
調
査
は
商
品
の
流
れ
に
沿

っ
た
追
跡
調
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
商
品
に
よ
っ
て
は
、

在
庫
品
や
販
売
時
期
な
ど
の
関
係
で

卸
売
価
格
が
小
売
価
格
を
上
ま
わ

っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
お
お

よ
そ
の
傾
向
は
理
解
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
ブ

ッ
ク

100 

同
い
目

90 

80 

70 

60 

50 

イ
ン
ス

空
ン
ト

コ

ヒ

，酉

類

図 2 家具・電気製品 (小売価格=100) 
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チ
ョ
コ
レ
ー
ト

カ
ー

ペ
ッ
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し
よ
う
油

テ
レ
ビ
(
カ
ラ
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ハ み

9 か

l ん
ヵ、
ん
詰

テ
レ
ビ
(
白
熱
)

、
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50 

cm
目

100 

90 

富山市の品目別価格(8月分)

品日 5名 ヰ件j 斗lf立;
11国十?守 7 )Jからみ

品目 霊:r， 半内 1j:1.位 仙(Pi絡J) た7上月カ昇‘事ら。9み0 
(円 ) た l二長同司%J

食 パン 普通品 1 kg 267 ム2.9 み そ 並、袋入(lkg入) l袋 み32 1.3 

以ラHー1mメン 即席中華めん袋入り 100g 47 o 111f少 キ唐 上白 1 kg 291 ム6.7

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 84 ム14.3 レモ ン 1個約110g、「サ ンキスト 」 1 kg 1，238 182.6 

さ lま 丸(長さ約25crn-35cm) 100g 31 ム11.4 パナナ 1 kg 132 ム17.5

u、 か するめいか 100g 61 ム16.4 ちり紙 白ちり 3号、クレープ付 800枚 143 41.6 

牛 肉 中 100g 248 O せt先んた く則斉IJ 合(2成.65洗kg剤入、)粒状箱入 l箱 653 。
豚 |勾 中 100g 200 0 ベニヤ板 2ラ政ワII等ン(料18、2c普m通X9合1c板mX、2J.7A 怖S) 1枚 303 。
ノ、 ム プレスハム、上 100g 175 4.2 ワイ (シr昆ャキ方ツ) ブカロy ター一ド 、80ポ祷リ手エ、ス白ア、ル普j通1~紡品 1枚 2，100 。
牛 手L 加工乳(200c.c入)月極め l本 45 0 せんたく代 綿配達、ワ、料イ笠シ後ャ払ツ(いカ yター) l枚 105 。
市λ内d 卵 11間約60g 1 kg 313 ム4.9 士丁 t由 白灯油、詰替売り、配達 18 Q 675 。
キャベツ 1 kg 68 11.5 

7'"ロ ノマン
家庭用、 10旬、容器代除く l本 1，500 。

ガ ス

ほ うれん草 1 kg カ自e 、ノJ1));リ Fン11 無鉛ガソリ ン現金売り 1 e 113 。
大 根 1 kg 120 10.1 理髪料 大人調髪 (洗髪を含む) 1回 1，475 。
大 旦 黄白豆 100g 28 

ノマーマネ ン
コールド(セ ッ トを含む) l回 3，500 。

O トイ℃

しょう油
波「キ口・、」ニ・びん諸正fl(2t入) 1本 435 

。ノマン アイ ス →ナナイイ ロン100%、プ レーン 、
1足 200 。

yコー才ン 」 ト yキング ズ M 、15-20デニール

〉主 ・生鮮食料品 は上・ 中・下旬の平均価格、その他の品 目は中旬の価格です。ム印は、 7 イナスを示しています。

17 



-県政のうごき

8月 q日e"北陸三道。を早期に

北陸自動車道、東海北陸自動車道、北陸関東産業道

路の市北陸三道。の建設について県建設促進協議会は

1日、りよ当局 、県議、市町村長と市町村議ら 100人を

集め 、本年l立の定期総会を聞きました。

総会では 、 三 i立の!fl-J ~j光成を固に強く{引きかける決

議をするとともに、路線の現地十S~察など本年度の半業

計画をまとめました。

8月 q日.新港に福祉センター

新湊市奈呉の江、富山新港後背地 に建設中だった富

山新港港湾労働者福祉センターの完工式が行われまし

た。同センターは、新港港湾労働者約 600人の訓練 ・

給 食 ・医療 ・宿泊等に 利用されるもので、この種の施

設としては富山、 伏木に次いてい県内で 3番目 。

8月 6日.好評のr1日修理相談所」

物を大切にする運動県推進会議は、県民会館で家庭

電化製品の，.1日修理相談所」を開設。 6日、 7日の

2日間で相談件数は 500件に上りました。

修理で最も多か ったのは、ラジオ、 トースター、テ

レビ、アイロンなど。入場者の聞からはこの間の催し

を期待する声が多く、特に主婦の聞で好評でした。

8月ア日.低成長下の長期ヒ、ジョンを

昭和60年代の富 山県産業構造を検討し、将来の長期

ビジョンを研究するための富山県産業構造研究会が発

足、第 1回研究会が聞かれました。

研究会では、県内の学者、経消界から選ばれた委員

12人が、技術研究の開発など 6項目、また業種別の方

向づけについても、 IIlJこう 3年以内に研究成果をまと

める考えです。
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瞳揖髄瞳酷瞳酷輯醐輯輯醐

8月 4 日~31 日

8月ア日.農業機械E刑彦所が移転

県は、県立南高校の新設に伴い 、富 山市布市にあっ

た県農業機械研修所の婦中町東本郷移転を進めてきま

したが、このほど完成しました。

昭和38年間所の農業講習所時代から、多くの研修生

を育ててきた|古川?では、移転を機会に、民業機械の急j虫な

持/えに対応できるよっ機能を拡充。23日の峻工式に

先がけて、 7日から業務を開始しました 。

8月 9臼.県体ファンファーレ

第28回県民体育大会が 9日から 11日までの日程で聞

かれ、高岡市を主会場に役員、選手合わせて 1万 4千

人が参加、各種目に熱戦を展開しました。

初日、 2日目と陸上競技を中心 に好記録が続出。総

合得点では一般で富山市が24連 勝、高校で高岡地区、

中学で高岡市が優勝をとげました。

8月10日.県警 1日オープン

笹察を身近なものにしようと、県警本部の，.1日オ

ープン」が本部庁舎と富山城祉公園可?聞かれました。

県内初の試みに夏休み中の子ども達や家族連れなど

2，000人が訪れる好評ぶり 。

集まった人たちは、刑事、交通コーナーのパネル展

示、母と子の青空交通教室、パトカーの試乗などで

「よ 旦主霊祭」を体験しま した。

8月13日.史上最高の進学希望 18月23日.利賀村に県芸術の花開く

県芸術祭の利21村大集会が23、24の両日、上百瀬地

県教育委員会は13日、来年 3月卒業予定の中学生と | 区にある合掌造りのアトリエを舞台に繰り広げられま

高校生の今年度第一回の進路希望調査をまとめました。 | した。

高校への進学希望は98_ 5~* 、大学などへの進学希望 I ，.都市と山村のかけはし」をテーマにしたこの集会

は 57~* と、昨年を上回りいずれも史上最高。 とくに、 | は、県都集約型の芸術祭からの脱皮と過疎の地 にも新

普通科からの進学希望が横パイなのに対し、職業科か | しい文化の輪を広げようと行われたもので、全国的に

らの進学希望が昨年に比べかなり伸びているのが目立 | も珍しい試み。文学シンポジウム、演劇、茶道と生花

ちました。 I児童文化公演の 4つのアト リエには地元の人たちも多

8月15日.第13回戦没者追悼式

終戦記念日の15日、県民会館ホールで13回目の戦没

者追悼式が行われました。

式典には遺族の代表 800人と関係者約 1，000人ヵ、出

席。大戦での戦死者や、富山空襲で死亡した人たち30

，292人の霊をとむらつとともに、その尊い犠牲がいし

ずえとなっているこの平和の恒久維持を哲い合いまし

た。

8月17日.若者が立山美化奉仕

県青年団協議会は 17、18の両日、明日土の自然、を守ろ

う砂と、立山一帯の美化清掃奉仕を行いました。

この奉仕活動はことして-"14回目。室堂平に県内各連

合青年団から 800人の団員が集結し、開会式を行った

後、 山小屋やキャンプ場の周辺を中心に、立山一帯の

ゴミ清掃に汗を流しました。 また、一般登山者にノfン

フレ ッ トやゴミ袋を配り、自然保護の精神を呼びかけ

ました。

オ巴

数参加、 新しい試みを盛り上げました。

合掌造 ηのア トリエ 古い水車 利賀の自然と

歴史に調和した生花の試み

8月30日.カレイ沢を自然公園に

県と黒部市は、黒部市嘉例沢にあるブナやユキツバ

キ、ミズ、バショウなどの貴重な群落を保護造成し、あ

わせて一般に親しまれる森にしようと計画を進めてき

ましたが、このほど作業車道の建設に着手しました。

嘉例沢は新川平野や富山湾を見下ろせる高台にあり、

珍しい烏や獣も多く、計画では、 52年度までに保全林

を造成、散策歩道や駐車場、休憩施設も設け、自然、公

園として一般に開放する予定です。



薬と健康の週間
〈 10月 12 日 ~ 18 日〉

お
さ
え
な
が
ら
‘
自
然
治
癒
力
に
よ

健
康
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
た
し
か
に
健
康
で
あ

り
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
み
ん
な
の

ネ
ガ
イ
で
す
。

っ
て
健
康
を
と
り
も
ど
す
手
助
け
を

す
る
働
き
で
す
。
し
か
し
、
薬
は
少

し
か
し
時
に
は
、
生
理
的
機
能
の

量
で
効
果
を
発
揮
す
る
反
面
、

副
作

用
(
毒
性
)
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
調
や
病
原
菌
の
体
内
侵
入
な
ど
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
起
こ

使
い
方
に
よ
っ
て
は
毒
に
早
変
り
し

た
り
、
用
い
方
を
ひ
と
つ
間
違
う
と
、

思
わ
ぬ
副
作
用
に
よ
っ
て
、
か
え
っ

し
ま
す
。
も
と
も
と
私
た
ち
の
体
に

は
、
病
気
に
か
か
っ
て
も
自
然
に
治

る
力
「
自
然
治
癒
力
」
が
そ
な
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
病
気
の
種
類
や
程
度

て
健
康
を
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
を
使
っ
て
健
康
を
損
な
っ
た
と

あ
っ
て
は
、
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い

に
よ
っ
て
は
薬
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

う
も
の
で
す
。
薬
の
正
し
い
知
識
を

薬
の
働
き
を
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、

病
気
の
原
因
を
取
り
除
き
、
病
状
を

も
ち
、
正
し
い
使
い
方
を
す
る
よ
う
、

み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。一一高瀬史跡公園

-
薬
の
正
し
い
買
い
方

①
ど
ん
な
薬
が
よ
い
か
は
、
薬
剤
師

な
ど
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
容
器
や
包
装
が
い
た
ん
で
い
た
り

表
示
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
は
、

買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
危
険
性
の
あ
る
薬
に
は
⑧
⑮
「
注

意
1

医
師
等
の
処
方
せ
ん

・
指
示
に

よ
り
使
用
す
る
こ
と
」
等
の
記
載
が

あ
り
ま
す
か
ら
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

、「ノ
。

-
薬
の
正
し
い
使
い
方

①
説
明
書
に
は
、
用
法
用
量

・
効
能

効
果
や
使
用
上
の
注
意
な
ど
が
書
い

美しい田園の中に平安の昔

をしのぶ荘園の管理所が再

現された 。

4自然を後世に引き継ぐ

一一一本多沢の沢スギ

て
あ
り
ま
す
。
よ
く
読
ん
で
か
ら
使

い
、
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
服
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
湿
気

・
日
光
・

高
温
で
薬
は
変
質

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乾
い
た
涼

し
い
日
光
の
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ

④
乱
用

・
併
用
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

-
薬
の
正
し
い
保
管

①
子
供
た
ち
の
手
の
と
ど
か
な
い
と

こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

扇状地末端の湧水地帯に大

自然の慎理を物語る林が残

さ才lt.こ。

③
他
の
も
の
と
区
別
し
て
保
管
し
ま

し
ょ
、
つ
。
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④
飲
み
も
の
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

よ
う

な
容
器
に
、
つ
つ
し
か
え
な
い
よ
う
に

1
V
宇
品
、
し
ょ
、っ
。

~毒Lピシ

⑤
古
く
な
っ
た
り
、
変
質
し
た
薬
は

す
て
ま
し
ょ
う
。

文化財を育てる惨

一一一十二町潟のオニパス

オニパスを環境の変化から

まもる子どもたちの顔は真

剣である 。



~ 

極楽坂スキー場

粟巣野スキー場

17A山;二美と力と友情と
(みんなの力で成功させよう・会期4日間昭和昨2月14日国・2月17日寸|

f 
みなさんの県民課から「お知らせ」 、

みなさんの県民課は、県庁の豆関の石側にありま

す。県民課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉と、県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての次の

ような仕事をしています。

・テレビ「ゐん怠の県政J でお楽しみ下さい。

*北日本放送(KNB) 

自週の日曜日、午前9時から30分間力ラー放送

小学生のコ ラス紹介、県施策を対談・座談会など

でわかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34) 

包週の月曜日かう工曜日までの白目、午後5時45分

から5分間力ラ一放送

県からのお知らせ、-ロメモ、若者の広場、みなさ

んの声などをユニークに放送。

・月刊誌「みん怠の県政」 は自月5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

-新聞「みん芯の県政J は4紙に登載

自月の最終土曜日に、北日本 ・富山 ・読売 ・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはあ気軽に県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民課

干930富山市新総由輪1の7宮 (0764)31-4111

高岡地方県民相談室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁舌内

包 (0766)21-9411

魚津地方県民相談室

干937魚津市新宿10-7魚津総合庁香内

包 (0765)24-53什

砺波地方県民相談室

〒939-13砺波市圭町1-7砺波総合庁書内

宮 (07633)3-5151 

.みんなの県政10月号J.6.81.企画発行富山県県民生活局県民謀富山市新総曲輪 1の7ft31-4111干930
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